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∗ 会社概要

∗ DSRが提案するPCIDSS準拠の範囲

∗ カード会員データの保護
∗ 暗号化

∗ アクセスコントロール、監査ログ

∗ システムコンポーネントの安全性の維持＆管理
∗ システムコンポーネントの安全性確保

∗ 適用範囲の違い ⇒ FireWall、IPS/IDS、WAF

∗ 攻撃の検知方法

∗ 最近の攻撃 『 アノニマス 』

Agenda
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１．会社概要

【会社名】 株式会社大和ソフトウェアリサーチ

【代表者】 代表取締役社長 竹末圭五

【所在地】 本社：東京都千代田区麹町1丁目5番2号

TEL：03-3262-8558（代表） FAX：03-3262-8867

システムサービスセンター：千葉県茂原市緑ヶ丘3丁目17番1号

TEL：0475-25-8111（代表） FAX：0475-25-8130

【設立日】 1969年 7月 3日

【資本金】 4億450万円

【従業員数】 148名（2012年4月1日）

【認定資格】 情報セキュリティマネジメントシステム：ISO/IEC27001：2005認証

（対象事業所：システムサービスセンター）

品質マネジメントシステム：ISO9001：2008認証

（対象事業所：本社 ）

プライバシーマーク：JIS Q 15001:2006

【主要株主】 大興電子通信株式会社

株式会社大和総研

株式会社大和証券グループ本社他

【取引銀行】 三井住友銀行、三菱東京ＵＦＪ銀行、みずほコーポレート銀行 他

【U  R  L】 http://www.dsr.co.jp

№4135-ISO9001

認証取得事業所：本社

№I018-ISO/IEC27001

認証取得事業所：

ｼｽﾃﾑｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ
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はじめに：変化＆増大化するサイバー攻撃の状況

◇◇◇◇ 攻撃攻撃攻撃攻撃のののの内容内容内容内容がががが犯罪化犯罪化犯罪化犯罪化のののの傾向傾向傾向傾向

従来従来従来従来、、、、サイトサイトサイトサイトへのへのへのへの攻撃攻撃攻撃攻撃はははは悪戯悪戯悪戯悪戯やややや興味本位興味本位興味本位興味本位でのでのでのでの侵入侵入侵入侵入とととと言言言言ったったったった内容内容内容内容でしたがでしたがでしたがでしたが、、、、昨今昨今昨今昨今はははは、、、、

『『『『機密情報機密情報機密情報機密情報のののの入手入手入手入手』『』『』『』『情報情報情報情報のののの改竄改竄改竄改竄』『』『』『』『サービスサービスサービスサービス機能機能機能機能のののの停止停止停止停止』』』』とととと言言言言ったったったった、、、、明明明明らかにらかにらかにらかに悪意悪意悪意悪意をををを

持持持持ったったったった犯罪化犯罪化犯罪化犯罪化したしたしたしたアクセスアクセスアクセスアクセスがががが増増増増えていますえていますえていますえています。。。。

➪➪➪➪標的型攻撃標的型攻撃標的型攻撃標的型攻撃（（（（APTAPTAPTAPT））））

➪➪➪➪アノニマスアノニマスアノニマスアノニマス集団集団集団集団によるによるによるによる攻撃攻撃攻撃攻撃

狙狙狙狙われるわれるわれるわれる企業企業企業企業・・・・団体団体団体団体もももも、、、、政府政府政府政府やややや公共機関公共機関公共機関公共機関にににに止止止止まらずまらずまらずまらず、、、、国家的国家的国家的国家的なななな安全性安全性安全性安全性にににに関係関係関係関係するするするするサイトサイトサイトサイト

であったりであったりであったりであったり、、、、一般社会一般社会一般社会一般社会へへへへ与与与与えるえるえるえる影響影響影響影響のののの大大大大きなきなきなきな企業企業企業企業をををを狙狙狙狙ったりというったりというったりというったりという傾向傾向傾向傾向にありますにありますにありますにあります。。。。

サービスサービスサービスサービスをををを提供提供提供提供するするするする側側側側としてはとしてはとしてはとしては、、、、被害被害被害被害にににに遭遭遭遭ってしまってからってしまってからってしまってからってしまってからユーザーユーザーユーザーユーザーへへへへ謝罪謝罪謝罪謝罪してもしてもしてもしても、、、、

全全全全くくくく、、、、意味意味意味意味がありませんがありませんがありませんがありません。。。。如何如何如何如何にににに未然未然未然未然にににに防防防防ぐかとぐかとぐかとぐかと言言言言うううう点点点点にににに注力注力注力注力したしたしたした取取取取りりりり組組組組みがみがみがみが必要必要必要必要ですですですです。。。。

IPAIPAIPAIPAでもでもでもでも日常業務日常業務日常業務日常業務のののの中中中中でででで、、、、自衛手段自衛手段自衛手段自衛手段としてのとしてのとしてのとしての取取取取りりりり組組組組みをみをみをみを喚起喚起喚起喚起していますしていますしていますしています。。。。

（（（（１１１１））））取取取取りりりり扱扱扱扱うううう組織情報組織情報組織情報組織情報のののの重要度重要度重要度重要度、、、、機密度機密度機密度機密度をををを精査精査精査精査するするするする

（（（（２２２２））））企業企業企業企業のののの社会的責任社会的責任社会的責任社会的責任とととと事業継続性事業継続性事業継続性事業継続性のののの観点観点観点観点からからからから、、、、相応相応相応相応のののの対策対策対策対策をををを選択選択選択選択することがすることがすることがすることが重要重要重要重要

（（（（３３３３））））グループグループグループグループ企業企業企業企業やややや連携連携連携連携しているしているしているしている組織組織組織組織ではではではでは、、、、統制統制統制統制されたされたされたされたポリシーポリシーポリシーポリシーとととと対策対策対策対策がががが必要必要必要必要



◇DSRが提供するPCIDSS要件（目的）を準拠するソリューションの分野

２．DSRのPCIDSS要件準拠に向けたソリューション
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クレジットカードデータの保護

暗号化製品～D’Amo
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◇暗号化製品【D’Amo （ディアモ】 が対応する要件は ３及び７になります

３．データ保護のPCIDSS準拠に向けた取り組み
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3.5.2 暗号化キーの保存場所と形式を最小限にし、安全に保存する。

3.5.2.a　システム構成ファイルを調査し、キーが暗号化された形式で保存され、キー暗号化キーがデータ暗号化キーとは別個に保存

　　　　　されていることを確認する。

3.6.5.a　キー管理手順で、キーの完全性が弱くなった場合にキーの破棄が要求されることを確認する。

3.6.5.b　キー管理手順で、危険にさらされされたことがわかっている、またはその疑いがあるキーの取替が要求されていることを確認

　　　　　する。

3.6.5.c　破棄された、または取り替えられた暗号化キーを保持する場合、そのキーが暗号化処理で使用されないことを確認する。

7.1　システムコンポーネントとカード会員データへのアクセスを、業務上必要な人に限定する。アクセス制限には以下の項目を含める必要がある。

7.1.1 特権ユーザ IDに関するアクセス権が、職務の実行に必要な最小限の特権に制限されていることを確認する。

7.1.2　特権の付与が、個人の職種と職能に基づいていることを確認する（「役割ベースのアクセス制御」（RBAC）とも呼ばれる）。

7.1.4　自動アクセス制御システムによるアクセス制御が実装されていることを確認する。

7.2.1　アクセス制御システムがすべてのシステムコンポーネントに実装されていることを確認する。

7.2.2　職種と職能に基づいて個人に特権を付与するように、アクセス制御システムが構成されていることを確認する。

7.2.3　アクセス制御システムに「すべてを拒否」がデフォルト設定されていることを確認する。

要件要件要件要件３ ３ ３ ３ 及及及及びびびび７７７７でのでのでのでのサポートサポートサポートサポート項目項目項目項目

3.6.5　キーの完全性が弱くなったとき（たとえば、平文キーの情報を持つ従業員が業務から離れる場合）またはキーが危険にさらされて

　　　　いる疑いがあるときに必要とみなされる、キーの破棄または取替。キーの破棄または取替とは、たとえば、アーカイブ、破棄、または

　　　　廃止（あるいはこれらのすべて）である。

7.2　複数のユーザが使用するシステムコンポーネントで、ユーザの必要性に基づいてアクセスが制限され、特に許可のない場合は

　　　「すべてを拒否」に設定された、アクセス制御システムを確立する。　アクセス制御システムには以下の項目を含める必要がある。

サポートサポートサポートサポート状況状況状況状況



データベースセキュリティソリューションデータベースセキュリティソリューションデータベースセキュリティソリューションデータベースセキュリティソリューションのごのごのごのご紹介紹介紹介紹介

統合統合統合統合DBDBDBDBセキュリティソリューションセキュリティソリューションセキュリティソリューションセキュリティソリューション

『『『『ＤＤＤＤ‘‘‘‘Ａｍｏ（Ａｍｏ（Ａｍｏ（Ａｍｏ（ディアモディアモディアモディアモ））））』』』』

�複数複数複数複数ののののDBDBDBDBをををを1111台台台台ののののDDDD’AmoAmoAmoAmoコンソールコンソールコンソールコンソールでででで統合管理統合管理統合管理統合管理

� DBDBDBDB内内内内ののののデータデータデータデータををををカラムカラムカラムカラム単位単位単位単位でででで選択選択選択選択してしてしてして暗号化暗号化暗号化暗号化

�非暗号化非暗号化非暗号化非暗号化カラムカラムカラムカラムももももカラムカラムカラムカラム単位単位単位単位でででで監査監査監査監査ログログログログ取得可能取得可能取得可能取得可能

�暗号化暗号化暗号化暗号化カラムカラムカラムカラムにににに対対対対するするするする保護機能保護機能保護機能保護機能をををを提供提供提供提供

�迅速迅速迅速迅速なななな設置設置設置設置によるによるによるによるシステムシステムシステムシステムのののの統合統合統合統合：：：：インストールインストールインストールインストール製品製品製品製品

� DBDBDBDBアカウントアカウントアカウントアカウント/IP//IP//IP//IP/応用応用応用応用プログラムプログラムプログラムプログラム////時間帯別時間帯別時間帯別時間帯別/MAC/MAC/MAC/MACアドレスアドレスアドレスアドレスなどなどなどなど

DBDBDBDB全体全体全体全体またはまたはまたはまたは暗号化暗号化暗号化暗号化カラムカラムカラムカラムへのへのへのへのアクセスコントロールアクセスコントロールアクセスコントロールアクセスコントロール
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ユーザーユーザーユーザーユーザー管理管理管理管理

データデータデータデータ

暗号化暗号化暗号化暗号化

監査監査監査監査

アクセスアクセスアクセスアクセス

コントロールコントロールコントロールコントロール

D’AmoD’AmoD’AmoD’Amo（（（（ディアモディアモディアモディアモ））））はははは,,,,応用応用応用応用プログラムプログラムプログラムプログラムのののの修正修正修正修正なしになしになしになしにDBDBDBDBののののデータデータデータデータををををカラムカラムカラムカラム単位単位単位単位でででで暗号化暗号化暗号化暗号化しししし

アクセスコントロールアクセスコントロールアクセスコントロールアクセスコントロール、、、、監査監査監査監査をををを実装実装実装実装できるできるできるできる統合統合統合統合DBDBDBDBセキュリティソリューションセキュリティソリューションセキュリティソリューションセキュリティソリューションですですですです。。。。



D’AmoD’AmoD’AmoD’Amoのののの機能機能機能機能

� DDDD’AmoAmoAmoAmoはははは、、、、コンソールコンソールコンソールコンソールととととセキュリティエージェントセキュリティエージェントセキュリティエージェントセキュリティエージェントでででで構成構成構成構成しますしますしますします。。。。
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【ニッセイアセットマネジメント株式会社様】

適用業務：投資運用業務

導入事例（１）
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【学校法人東京農業大学様】

適用業務：学事基幹システム
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導入事例（２）



システムコンポーネントに対する

安全性の維持＆管理
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要件要件要件要件6.66.66.66.6 WebWebWebWebアプリケーションファイアウォールアプリケーションファイアウォールアプリケーションファイアウォールアプリケーションファイアウォールのののの推奨推奨推奨推奨されるされるされるされる能力能力能力能力

WAPPLESWAPPLESWAPPLESWAPPLESのののの

サポートサポートサポートサポート状況状況状況状況

カード会員のデータ環境のシステム構成要素に関する、適用可能なすべての PCI DSS 要件を満たす。

少なくとも OWASP トップ 10 または PCI DSS 要件 6.5 で特定されている、関連のある脆弱性に対する脅威に、適切に（アクティブなポリ

シーまたはルールによって定義）対処する。

Web アプリケーションへの入力を調査し、アクティブなポリシーまたはルールや、実行されたログアクションに基づいて応答（許可、ブロッ

ク、アラート）する。

データ漏えいの回避 - Web アプリケーションからの出力を調査し、アクティブなポリシーまたはルールや、実行されたログアクションに基

づいて応答（許可、ブロック、マスク、アラート）する機能が備わっている。

ポジティブとネガティブの両方のセキュリティモデルの実装。ポジティブモデル（「ホワイトリスト」）では、許可する動作、入力、データ範囲

などを定義し、定義されていないものはすべて拒否します。ネガティブモデル（「ブラックリスト」）では、許可しないものを定義します。これ

らのシグネチャと一致するメッセージはブロックされ、シグネチャと一致しない（「ブラックリストに掲載」されていない）トラフィックは許可さ

れます。

HTML（Hypertext Markup Language）、DHTML（Dynamic HTML）、CSS（Cascading Style Sheets）などの Web ページコンテンツと、HTTP

（HypertextTransport Protocol）、HTTPS（Hypertext Transport Protocol over SSL）などのコンテンツの送信基盤となるプロトコルの両方

を調査する（HTTPS には、SSL だけでなく、TLS による HTTP も含まれます）。

Web サービスが公共のインターネットに公開されている場合は、Web サービスのメッセージの調査。HTTP に加え、通常、これにはドキュ

メント指向モデルと RPC 指向モデル両方のSOAP（Simple Object Access Protocol）と XML（eXtensible Markup Language）が含まれま

す。

Web アプリケーションとの間でのデータ転送に使用されるすべてのプロトコル（独自または標準的なもの）またはデータ構造（独自または

標準的なもの）が、メッセージフローの他のポイントで調査されない場合、これらを調査する。

WAF 自体を標的とした脅威を防ぐ。

SSL または TLS ターミネーションに対応する。または、暗号化された送信内容を復号化してから調査できる位置に配置されている。調

査エンジンの手前で SSL が終端しない限り、暗号化されたデータストリームは調査されません。

DaiwaSoftwareResearch

４．システム安全性のPCIDSS準拠に向けた取組
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WAPPLESがこのたびPCI DSS（Payment Card Industry Data Security 
Standard：PCIデータ・セキュリティ基準）適合証明を取得いたしましたことをお知ら
せします。

このたびの適合証明取得において、WAPPLESはPCI DSSののののバージョンバージョンバージョンバージョン1.2、、、、
要件要件要件要件6.6オプションオプションオプションオプション2を満たしました。また、すでにPayment Card Industry Security 
Standards Council（PCI SSC：PCIセキュリティ基準協議会）承認のQualified 
Security Assessors Company（QSAC：認定審査機関）であるテュフラインランドジ
ャパン株式会社（www.jpn.tuv.com）が実施している100種類以上のテストにも合格
しています。

PCI DSSの適合証明取得

PCI DSSPCI DSSPCI DSSPCI DSS適合証明適合証明適合証明適合証明についてのについてのについてのについての報道資料報道資料報道資料報道資料

DaiwaSoftwareResearch

☆ 報道資料（2009年12月）

WAPPLESは製品開発の段階からPCIDSS準拠に向けて取り組み、規格が
Ver.1.2という早い時期で、既に適合証明を取得しています
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安全なＩＴシステムをつくるには

ＩＴアーキテクチャで分割されているそれぞれのレイヤ―ごとに、適切なセキュリティを実装するこ

とが望ましいです。１つのレイヤ―が他のレイヤ―までもカバーするようなセキュリティ実装の仕

方は望ましくありません。

アプリケーションセキュリティアプリケーションセキュリティアプリケーションセキュリティアプリケーションセキュリティ

Web Application Firewall (WAF)

システムセキュリティ（クライアントサーバセキュリティ）

IPS, IDS,  Anti-virus software

ネットワークセキュリティ

Network Firewall

N E T W O R K S

S Y S T E M S

A P P L I C A T I O N S

IT アーキテクチャー IT セキュリティ

DaiwaSoftwareResearch

システムコンポーネントの安全性



16

OWASP Top OWASP Top OWASP Top OWASP Top 10 10 10 10 Application Vulnerabilities for Application Vulnerabilities for Application Vulnerabilities for Application Vulnerabilities for 2010201020102010 のののの脆弱性脆弱性脆弱性脆弱性 FirewallFirewallFirewallFirewall IPS/IDSIPS/IDSIPS/IDSIPS/IDS WAFWAFWAFWAF

1.1.1.1.インジェクションインジェクションインジェクションインジェクション（（（（SQLSQLSQLSQLインジェクションインジェクションインジェクションインジェクション、、、、OSOSOSOSインジェクションインジェクションインジェクションインジェクション等等等等）））） ×××× △△△△ ○○○○

2.2.2.2.クロスサイトスクリプティングクロスサイトスクリプティングクロスサイトスクリプティングクロスサイトスクリプティング ×××× △△△△ ○○○○

3.3.3.3.不完全不完全不完全不完全なななな認証認証認証認証ととととセッションセッションセッションセッション管理管理管理管理 ×××× △△△△ ○○○○

4.4.4.4.危険危険危険危険なななな直接的直接的直接的直接的オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト参照参照参照参照 ×××× ×××× ○○○○

5.5.5.5.クロスサイトリクエストフォージェリクロスサイトリクエストフォージェリクロスサイトリクエストフォージェリクロスサイトリクエストフォージェリ（（（（CSRFCSRFCSRFCSRF）））） ×××× ×××× ○○○○

6.6.6.6.セキュリティセキュリティセキュリティセキュリティ設定設定設定設定のののの間違間違間違間違いいいい ×××× ×××× ○○○○

7.7.7.7.安全安全安全安全ではないではないではないではない暗号保管暗号保管暗号保管暗号保管 ×××× ×××× ○○○○

8.8.8.8.URLURLURLURLアクセスアクセスアクセスアクセス制限制限制限制限のののの不備不備不備不備 ×××× ×××× ○○○○

9.9.9.9.安全安全安全安全ではないではないではないではない通信通信通信通信 ×××× ○○○○ ○○○○

10.10.10.10.安全安全安全安全ではないではないではないではないリダイレクトリダイレクトリダイレクトリダイレクトととととフォワードフォワードフォワードフォワード ×××× ×××× ○○○○

WAFだけがWebアプリケーションの脆弱性に完璧に対応できる

OWASPが発表したWebアプリケーションの脆弱性について、確実に防御できるのはWAFだけと

なります。

WAFWAFWAFWAFのののの守備範囲守備範囲守備範囲守備範囲
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• 多様多様多様多様ななななウェブセキュリティウェブセキュリティウェブセキュリティウェブセキュリティ機能機能機能機能をををを提供提供提供提供

– ルールベース（ロジック分析エンジン：日本で特許を取得） によるウェブ攻撃を検知、遮断

– アクセスコントロール

– 攻撃に対し多様な対応を提供

• 個人情報流出防止及個人情報流出防止及個人情報流出防止及個人情報流出防止及びびびびコンテンツコンテンツコンテンツコンテンツ保護保護保護保護

– マスキング処理によりクレジットカード番号流出防止

– 不適切単語の自動変換機能を搭載

• 便利便利便利便利なななな強力強力強力強力なななな管理管理管理管理ツールツールツールツールをををを提供提供提供提供

– 各種情報を22種類のチャートで表示

– 設定ウィザードにより容易にセキュリティポリシーを設定

• 多様多様多様多様ななななウェブウェブウェブウェブ環境環境環境環境ををををサポートサポートサポートサポート

– 暗号化通信（SSL）の内容を検査

– 冗長化構成をサポート（アクティブ‐アクティブ、アクティブスタンバイ）

• 安定安定安定安定したしたしたしたサービスサービスサービスサービス提供提供提供提供のためにのためにのためにのためにトラブルトラブルトラブルトラブル対応機能対応機能対応機能対応機能をををを提供提供提供提供

– 自己診断機能（Watchdog）

– バイパスモード

– 監査機能

WAPPLESWAPPLESWAPPLESWAPPLES主要機能主要機能主要機能主要機能＆＆＆＆特徴特徴特徴特徴
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ブラックリストとホワイトリスト

事前にリストアップされた接続は全て遮断する／事前にリストアップされた接続のみ許可する

シグネチャベースのパターンマッチングとは？

基本はブラックリストタイプで、過去に認識された攻撃リクエストのパターン（シグネチャ）をデータベース化し、

リクエストの内容をシグネチャと比較することで攻撃検知を行う手法です。

検知方法検知方法検知方法検知方法のののの違違違違いによるいによるいによるいによる長所長所長所長所＆＆＆＆短所短所短所短所
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※ ブラックリストもホワイトリストも、事前にリストへ登録された内容に対してのみ有効であり、未知の接続や

新たな接続には有効ではありません。シグネチャベースも含めて、常にリストの定期的な更新が必要です。

ルールベース（ロジック分析エンジン）とは？

予めプログラミングプログラミングプログラミングプログラミングされたされたされたされた26262626（（（（現時点現時点現時点現時点））））種類種類種類種類のののの攻撃検知攻撃検知攻撃検知攻撃検知エンジンエンジンエンジンエンジンのののの集集集集まりまりまりまりです。このロジック分析により、未知未知未知未知のののの

攻撃攻撃攻撃攻撃へもへもへもへも対応出来対応出来対応出来対応出来ますますますます。更に個々が独立することで処理の高速化と運用の簡素化を実現しています。

クレジットカード番号を識別できるか？

一見ランダムに生成されていそうなクレジットカード番号は、実は発行会社により番号の作り方が定められている

クレジットカード番号 他社製 WAPPLES

1 2123-4214-1232-7584 （（（（発行会社発行会社発行会社発行会社ののののルールルールルールルールにににに基基基基づいたづいたづいたづいた番号番号番号番号）））） 検知検知検知検知できないできないできないできない 検知検知検知検知

2 1111-2222-3333-4444 （（（（ランダムランダムランダムランダムにににに入力入力入力入力したものしたものしたものしたもの）））） 検知検知検知検知できないできないできないできない 検知検知検知検知しないしないしないしない

※WAPPLESはクレジットカード番号の作り方（生成ロジック）を認識しており、クレジットカード番号であると

判断することが可能です。
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１１１１．．．．アノニマスアノニマスアノニマスアノニマス(Anonymous)(Anonymous)(Anonymous)(Anonymous)によるによるによるによるサイバーサイバーサイバーサイバー攻撃攻撃攻撃攻撃

6月25日、世界的ハッカー集団・アノニマス（Anonymous）により日本の重要Webサ

イトが立て続けに攻撃を受けました。（財務省、裁判所、JASRAC、民主党、自民党、

知的財産高等裁判所、国土交通省関東整備局霞ヶ浦河川事務所など）

アノニマスは、特定の目的をやり遂げるため、特定されたターゲットを狙うと意味で

は標的型攻撃に該当するとも言えます。

２．アノニマスの攻撃ツール＆手口

アノニマス(Anonymous)がDDos攻撃を行う際に使っているという「HOIC（High Orbit

Ion Cannon）」ツールです。

このツールのもっとも強力な機能は、「Booster」であります。

シグネチャーベースシグネチャーベースシグネチャーベースシグネチャーベース製品製品製品製品だとだとだとだと、、、、BoosterBoosterBoosterBoosterによってによってによってによってランダムランダムランダムランダムにににに生成生成生成生成されたされたされたされたリクエストリクエストリクエストリクエストにはにはにはには

対応対応対応対応できずできずできずできず、、、、どれだけどれだけどれだけどれだけシグネチャーシグネチャーシグネチャーシグネチャーをををを登録登録登録登録すればやりすればやりすればやりすればやり切切切切れるかもれるかもれるかもれるかも不明不明不明不明でありますでありますでありますであります。。。。

（（（（シグネチャーベースシグネチャーベースシグネチャーベースシグネチャーベースののののWAFWAFWAFWAFのののの根本的限界根本的限界根本的限界根本的限界ともともともとも言言言言われていますわれていますわれていますわれています。。。。））））

３．防御方法の一例

WAPPLESWAPPLESWAPPLESWAPPLESののののロジックロジックロジックロジック分析分析分析分析エンジンエンジンエンジンエンジンによりによりによりにより、、、、様様様様々々々々ののののDosDosDosDos系攻撃系攻撃系攻撃系攻撃がががが持持持持っているっているっているっている動動動動きのきのきのきの特特特特

徴徴徴徴をををを取取取取りりりり入入入入れたれたれたれたリクエストリクエストリクエストリクエストのののの時間差時間差時間差時間差によるによるによるによる対応対応対応対応（（（（MayblockTimeMayblockTimeMayblockTimeMayblockTimeのののの実装実装実装実装））））にてにてにてにてランダムランダムランダムランダム

でででで生成生成生成生成されるされるされるされるリクエストリクエストリクエストリクエストにもにもにもにも対応対応対応対応できますできますできますできます。。。。

アノニマスアノニマスアノニマスアノニマス攻撃攻撃攻撃攻撃についてについてについてについて
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